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３グループに分かれての活動を行っています
より障害特性に配慮した、細やかな支援を行う為に

昨今の情勢を踏まえ、更に密にならない環境作りの為に
マスクの着用、手洗い等、感染症対策をしっかりと行った上で活動しています

• 個人の能力を成長させると共に、生活に必要な
ルールを学び、自立へと促す支援を行っています。

• また、それぞれに「役割」を用意し、それに準じた
支援を行っています。

• 日常生活に必要な、基本的習慣や、社会のマナー
を身に着ける支援を行っています。

• 社会資源の活用を学び、余暇活動など豊かな生
活が送れるよう、支援を行っています。

• 個々の就労への意欲を高めるとともに、関係機関
と連携を取りながら、個人に合わせた支援を行っ
ています。

• 音楽･創作活動などを通し、その方の目指す道の幅を
広げ、たくさんの物に可能性を見出し、それぞれの夢
へ向けた支援を行っています。

• 個性を重視し、「できた、できる」を「好き、得意」へと
成長させ、それぞれの持つ力を伸ばす取り組みを
行っています。

• 送迎車の洗車など、同じゴールに向けグループ全体
で取り組む事で、団結力を養う支援を行っています。

• １日を終え、「今日も楽しかった」と笑顔で帰宅できる
取り組みを行っています。
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• それぞれの障害特性や、日々の体調の変化に配慮し
ながら、日中活動の支援を行っています。

• その方の持つ能力に合わせた自立課題や作業に取
り組み、得意を伸ばす支援を行っています。

• 曜日ごとに決まったスケジュールを組み、安定した作
業環境の中で、支援を行っています。

• 得意な「もの」「こと」を増やし、自信をつけ、取り組
めるプログラムを増やす支援を行っています。

じゅぴたー

ご利用者の 声

「はたらくことを いきるチカラ(糧)としてほしい」

✒編集後記

第01号発行から随分と経過してしまいました。
その間、世の中の変化と共に、いいあさファームにも多くの変化がありました。
新しい取り組み、新しい仲間、私たちにもたくさんの「新しい」がありました。
まだまだ「いいあさファームの中」でしか見られない素敵な事、楽しい事を、
定期的に発信して行ければと思っております。

次号は「しりうす特集」を予定しております。

広報担当：遠藤のどか/後関 イラスト：ＭＫ
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すべての取り組みを、はたらく意欲に繋げる工夫を行っています。

施設長 吉田海太郎

• 畑は大変だけど、収穫はうれしい
• 創作活動で大きな絵を描いたのが楽しかった
• 探検（林道の散策）が楽しかった
• 資源回収の、缶の分別が楽しくて好き
• 金具さし（内職）が楽しい
• 職員さんとお話するのが楽しい
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